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こ
と
し
も
「
歯
と
口
の
健
康

週
間
」
（
六
月
四
―
十
日
）
が

実
施
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
ス

ト
レ
ス
か
ら
増
え
て
い
る
〝
歯

の
ダ
メ
ー
ジ
〞
と
、
そ
の
対
策

な
ど
に
つ
い
て
守
山
区
歯
科
医

師
会
・
公
衆
衛
生
部
理
事
の
小

林
健
宏
さ
ん
に
聞
い
た
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ

ス
か
ら
、
私
た
ち
の
生
活
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
口
の
健
康
も
例
外

で
は
な
く
、
歯
科
医
院
を
訪
れ

る
患
者
さ
ん
に
も
特
徴
的
な
症

状
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
歯
が
し
み
る
・
欠
け
た
」

「
詰
め
物
が
外
れ
た
」
「
か
む

と
痛
み
が
出
る
」
と
い
う
訴
え

が
と
て
も
増
え
て
い
ま
す
。
通

常
は
む
し
歯
が
主
な
原
因
で
す

が
、
そ
う
で
は
な
い
患
者
さ
ん

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

国
内
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
に
も
同
様
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス
が

原
因
で
、
歯
ぎ
し
り
や
食
い
し

ば
り
が
増
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
歯
の
ダ
メ
ー
ジ
」
で
あ
る
と

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

以
前
は
ま
れ
な
ケ
ー
ス
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
以
降
は
日
常
的

に
目
に
す
る
疾
患
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
自
身
に

歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り
の
自

覚
が
な
い
こ
と
や
、
痛
み
か
ら

無
意
識
に
か
み
合
わ
せ
を
避
け

て
自
然
に
治
ま
る
こ
と
も
多

く
、
原
因
が
分
か
る
ま
で
時
間

が
か
か
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

一
過
性
の
痛
み
で
済
め
ば
問

題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
過
度
の
力
が
か
か
る

と
歯
が
欠
け
た
り
銀
歯
が
変
形

し
た
り
し
て
、
隙
間
か
ら
む
し

歯
菌
が
入
り
込
み
ま
す
。
ま

た
、
歯
の
深
部
に
ひ
び
が
入
る

と
神
経
を
抜
い
た
り
、
最
悪
抜

歯
と
な
る
可
能
性
も
出
て
き
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り
自

体
は
生
理
現
象
で
、
根
本
的
な

治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ウ

ス
ピ
ー
ス
を
装
着
し
て
歯
の
ダ

メ
ー
ジ
を
防
ぐ
対
症
療
法
が
中

心
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
収

束
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か

り
そ
う
で
す
か
ら
、
ス
ト
レ
ス

を
う
ま
く
乗
り
切
る
工
夫
が
必

査
・
表
彰
。
現
在
、
そ
の
入
賞

三
作
品
の
読
み
聞
か
せ
動
画
を

ウ
ェ
ブ
で
公
開
し
て
い
る
。

　

動
画
は
、
こ
と
し
二
月
に
ア

ク
ロ
ス
小
幡
で
行
わ
れ
た
福
祉

イ
ベ
ン
ト
用
に
制
作
さ
れ
た
も

の
。
当
日
来
場
で
き
な
か
っ
た

人
な
ど
か
ら
「
動
画
を
見
た
か

っ
た
」
の
声
が
あ
り
、
ウ
ェ
ブ

で
の
公
開
と
な
っ
た
。

　

制
作
で
は
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
音
訳
グ
ル
ー
プ
「
ひ
ば

り
」
が
絵
本
を
読
み
上
げ
て
協

力
し
、
区
社
協
職
員
が
撮
影
・

編
集
し
た
。
現
在
、
区
社
協
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）
か
ら
、
最
優

秀
賞
の
「
あ
な
た
は
な
ん
の
金

メ
ダ
ル
？
」
を
は
じ
め
と
し
た

　

「
催
し
ガ
イ
ド
」
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
で
紹
介
し
て
い
る
催
し
物

の
中
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
急
き
ょ
中
止
・

変
更
と
な
っ
た
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

お
出
掛
け
の
際
は
、
主
催
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　

五
月
に
入
り
、
新
し
い
環

境
で
の
生
活
に
も
慣
れ
始
め

た
頃
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
時
期
は
声
掛
け
な

ど
の
事
案
が
増
え
る
ほ
か
、

不
審
者
が
現
れ
た
と
い
っ
た

情
報
が
毎
日
の
よ
う
に
警
察

に
入
っ
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
あ
ら
た
め

て
親
子
で
一
緒
に
考
え
、
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
…
遊
び
に
出
掛
け

た
際
の
過
ご
し
方
や
登
下
校

時
に
つ
い
て
▽
事
前
に
「
い

つ
」
「
ど
こ
で
」
「
誰
と
」

「
何
時
ま
で
」
過
ご
す
の
か

を
家
族
に
伝
え
る
▽
危
険
な

場
所
へ
は
立
ち
入
ら
な
い
な

ど
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
。

　

ま
た
、
連
れ
去
り
防
止
の

合
言
葉
「
つ
み
き
お
に
」
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

つ
＝ 

知
ら
な
い
人
に
「
つ

い
て
い
か
な
い
」

　

み
＝
「 

み
ん
な
と
い
つ
も

い
っ
し
ょ
」

　

き
＝ 

不
審
だ
と
思
っ
た
ら

大
人
に
「
き
ち
ん
と

知
ら
せ
る
」

　

お
＝ 

「
大
声
で
助
け
を
呼

ぶ
」

　

に
＝ 

危
な
い
と
思
っ
た
ら

「
逃
げ
る
」

　

普
段
か
ら
親
子
で
、
子
ど

も
が
狙
わ
れ
る
犯
罪
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
子
ど
も
自
身

で
も
身
を
守
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
狙
う
犯
罪
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
＝

小
幡
南
一
＝
は
昨
年
、
区
在
住

・
在
学
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
手
作
り
絵
本
を
募
集
し
、
審

歯
と
口
の
健
康
週
間
来
月
４
日
か
ら

　

陸
上
自
衛
隊
第
10
師
団
は
六

月
十
八
日
（
土
）
、
愛
知
県
芸

術
劇
場
＝
東
区
東
桜
一
＝
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
「
第
46
回
定

期
演
奏
会
」
を
開
催
。
入
場
希

望
者
を
現
在
募
集
し
て
い
る
。

　

同
師
団
の
音
楽
隊
「
第
10
音

楽
隊
」
に
よ
る
入
場
無
料
の
コ

ン
サ
ー
ト
。
曲
目
は
「
威
風

堂
々
」「
陸
軍
分
列
行
進
曲
」「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿
の

13
人
』
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
」
ほ

か
。
午
後
一
時
半
開
演
、
同
零

時
半
開
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

申
し
込
み
は
、
同
師
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
＝https://www.mo

d
.
g
o
.
j
p
/
g
s
d
f
/
m
a
e
/
1
0
d
/

（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
）
内
の
応
募
専
用
サ
イ
ト
か

ら
。
五
月
二
十
七
日
（
金
）
締
め

切
り
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
当
選
者
に
は
六
月
上
旬
に

座
席
指
定
券
が
送
付
さ
れ
る
。

　

曲
目
変
更
の
場
合
も
あ
り
、

ま
た
多
重
応
募
は
無
効
に
な
る

と
の
こ
と
。
問
い
合
わ
せ
は
陸

上
自
衛
隊
第
10
師
団
司
令
部
広

報
室
＝
☎
０
５
２
（
７
９
１
）

２
１
９
１
（
内
線

４
４
７
２
）
＝

へ
。

「
第
10
音
楽
隊
」の
定
期
演
奏
会

入
場
希
望
者
募
集 

来
月
18
日 

愛
知
県
芸
術
劇
場

手
作
り
絵
本
読
み
聞
か
せ
動
画

最
優
秀
賞
を
は
じ
め
３
作
品
を
公
開

　

◇
し
だ
み
学
園
書
道
展

　

６
月
４
日
（
土
）
―
25
日

（
土
）
前
10
―
正
午
、
後
２
―

４
、
※
た
だ
し
、
日
曜
と
月
曜

は
休
み
、
し
だ
み
学
園
＝
下
志

段
味
穴
ケ
洞
二
二
六
六
ノ
二
五

〇
＝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎
０
５
２

（
７
３
６
）
０
０
４
４
。
障
が

い
者
支
援
施
設
・
同
学
園
の
利

用
者
ら
に
よ
る
書
道
作
品
約
七

十
点
を
展
示
。
一
般
対
象
。
無
料

　

◇
子
ど
も
と
本
の
講
座
「
ち

い
さ
い
子
の
絵
本
と
あ
そ
び
」

　

６
月
30
日
（
木
）
①
前
10
―

10
・
40
（
四
カ
月
―
一
歳
ぐ
ら

い
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
対

象
）
②
前
11
―
11
・
40
（
一
―

二
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
子
と
そ
の

保
護
者
対
象
）
、
守
山
図
書
館

☎
０
５
２
（
７
９
３
）
６
２
８

８
。
守
山
保
育
園
エ
リ
ア
支
援

保
育
所
保
育
士
と
同
館
司
書
が

講
師
を
務
め
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
な

ど
を
。
※
申
し
込
み
は
６
月
14

日
（
火
）
前
10
・
30
―
、
同
館

の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付

け
。
と
も
に
先
着
六
組
、
月
齢

外
の
兄
弟
も
同
伴
可
。
無
料

　

◇
つ
ぎ
、
な
に
よ
む
？
〜
ベ

テ
ラ
ン
学
校
司
書
が
お
し
え
る

小
中
学
生
の
た
め
の
本
え
ら
び

　

７
月
２
日
（
土
）
後
３
―

４
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
元
東

京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
小
学

校
司
書
の
中
山
美
由
紀
さ
ん
、

東
京
学
芸
大
学
附
属
世
田
谷
中

学
校
司
書
の
村
上
恭
子
さ
ん
が

本
選
び
の
極
意
を
教
え
る
。
※

申
し
込
み
は
６
月
18
日
（
土
）

前
９
・
30
―
、
同
館
の
窓
口
ま

た
は
電
話
で
受
け
付
け
。
一
般

対
象
、
先
着
二
十
四
人
。
無
料

　

◇
歴
里
講
座
「
鹿ろ

っ
か
く角

や
植
物

素
材
で
装
身
具
づ
く
り
〜
古
代

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う

〜
」

　

７
月
10
日
（
日
）
後
１
―

３
、
体
感
！
し
だ
み
古
墳
群
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
０
５
２
（
７
３

９
）
０
５
２
０
。
鹿
角
や
植
物

素
材
を
使
っ
て
古
代
色
豊
か
な

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
る
催
し
。

※
予
約
は
６
月
10
日
（
金
）
前

９
―
、
同
館
の
電
話
で
受
け
付

け
。
一
般
対
象
、
先
着
三
十

人
。
参
加
費
千
五
百
円

　

◇
夏
休
み
親
子
ミ
ツ
バ
チ
教

室
　

７
月
21
日
（
木
）
前
10
―
11

・
30
、
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
☎
０
５
２
（
７
３
６
）
３
３

４
４
。
丹
羽
養
蜂
園
の
丹
羽
新

太
郎
さ
ん
が
ミ
ツ
バ
チ
に
つ
い

て
楽
し
く
教
え
る
ほ
か
、
採
蜜

体
験
も
。
※
申
し
込
み
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（
名
古
屋
市
電
子

申
請
サ
ー
ビ
ス
で
「
東
谷
山
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
」
を
検
索
）
、

ま
た
は
往
復
は
が
き
で
。
往
復

は
が
き
（
一
通
に
つ
き
一
組
の

み
有
効
）
は
、
往
信
裏
面
に
①

講
習
会
名
・
開
催
日
②
住
所
③

参
加
者
全
員
の
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
、
子
ど
も
は
年
齢
も
）
④
電

　

守
山
商
工
会
青
年
部
（
深
田

裕
一
部
長
）
は
、
ビ
デ
オ
会
議

ア
プ
リ
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

（
ズ
ー

ム
）
」
を
使
っ
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
ア
タ
ッ
ク　

オ
ン
ラ
イ
ン
婚
活
」
を
六
月
十

二
日
（
日
）
に
開
催
。
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

　

男
女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
少
子
化
対
策
に
も
つ
な
げ

よ
う
と
す
る
催
し
。
若
手
商
工

業
者
ら
同
部
メ
ン
バ
ー
が
、
地

域
活
性
化
を
目
指
し
て
行
っ
て

い
る
活
動
の
一
つ
。

　

参
加
で
き
る
の
は
、
男
女
と

も
開
催
日
時
点
で
二
十
五
―
四

十
五
歳
、
独
身
（
結
婚
歴
、
子

ど
も
の
有
無
は
不
問
）
の
人
。

ま
た
、
男
性
に
つ
い
て
は
守
山

区
在
住
者
か
在
勤
者
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

　

申
し
込
み
は
専
用
サ
イ
ト
＝

http://www.gogo

―moriyam

a.com/

（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
）
で
、
五
月
三
十
一

日
（
火
）
ま
で
受
け
付
け
。
先

着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
。
参
加
者
に
は
後
日
、
案

内
が
送
付
さ
れ
る
。

　

開
催
時
間
は
午
後
二
時
―
同

四
時
。
男
女
と
も
参
加
費
千

円
、
十
人
ず
つ
計
二
十
人
。
問

い
合
わ
せ
は
守
山
商
工
会
＝
☎

０
５
２
（
７
９

１
）
２
５
０
０
＝

へ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
婚
活
を
来
月
12
日
開
催

５
月
31
日
ま
で
先
着
順
で
受
け
付
け

手作り絵本読み聞かせ動画「あなた
はなんの金メダル？」のワンシーン

東
海
北
陸
６
県
を
担
当
し
て
い
る

「
第
10
音
楽
隊
」
が
演
奏
を
披
露

　

応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　

冨
田　

葵
子
ち
ゃ
ん
（
と
み
た
・
き
こ
）

２
０
２
１
・
８
・
５
生
ま
れ
＝
白
沢
町
＝

　

▽
に
こ
に
こ
、
き
こ
ち
ゃ
ん
♡

　

藤
井　

陽
史
く
ん
（
ふ
じ
い
・
は
る
ひ
と
）

２
０
２
１
・
５
・
16
生
ま
れ
＝
鼓
が
丘
２
＝

　

▽
家
族
の
ア
イ
ド
ル
。
癒
や
し
を
あ
り
が

と
う
。

受
け
付
け
順
に　
　
　
　
　
　

　

全
て
の
方
を
紹
介
し
ま
す
！

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
で
熟
睡
で
き
な
い

と
歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り
が

誘
発
さ
れ
ま
す
。
適
度
な
運
動

を
行
う
な
ど
生
活
習
慣
を
見
直

し
た
り
、
就
寝
前
の
ア
ル
コ
ー

ル
や
ス
マ
ホ
を
控
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
良
い
眠
り
は
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

日
中
の
食
い
し
ば
り
に
つ
い

て
は
長
時
間
同
じ
姿
勢
を
取
り

続
け
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使

う
場
合
は
時
間
を
決
め
て
ス
ト

レ
ッ
チ
を
挟
む
な
ど
、
体
へ
の

負
担
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
で
大
変
な
世
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
心
身
の
健
康

に
向
き
合
う
機
会
と
考
え
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

守
山
区
歯
科
医
師
会
は
六
月

十
日
ま
で
、
同
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
）
に
「
歯
と
口
の
Ｗ
ｅ
ｂ
健

康
教
室
」
を
掲
載
す
る
。
テ
ー

マ
は
「
０
歳
か
ら
の
予
防
歯
科
」

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
」

「
ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の
歯

み
が
き
」
の
三
つ
で
、
同
会
は

「
詳
し
い
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
」
と
呼

び
掛
け
て
い
る
。

三
作
品
を
視
聴
で
き
る
。

　

「
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
、
心

温
ま
る
絵
本
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
」
と
関
係
者
。
問
い

合
わ
せ
は
守
山
区
社
会
福
祉
協

議
会
＝
☎
０
５
２

（
７
５
８
）
２
０

１
１
＝
へ
。

話
番
号
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
１
、
上
志
段
味
東

谷
二
一
一
〇
、
東
谷
山
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
へ
。
と
も
に
６
月
１

―
20
日
（
当
日
消
印
有
効
）
受

け
付
け
、
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
定
員
六
組
（
一
組
四
人

ま
で
）
。
教
材
費
五
百
円

古代アクセサリーの作品例

本年度のポスター


